
漁業とアザラシ、スコットランド、フィンランドの場合 
－日本はどうする？－ 

 
 
❄主催❄  環境省北海道地方環境事務所 Tel:011-299-1954 
❄お問い合わせ先❄  
 実行事務局 NPO法人EnVision環境保全事務所 
 E-mail：azarashi@env.gr.jpもしくはFAX：011-726-3072 
   Tel:090-5987-3228 
     事前受付および問い合わせは、平日９：００AM-５：００PM                         札幌第一合同庁舎の駐車場は使用できません。 
                                                                                                                        公共交通機関等でのご来場をお願いいたします。  
 

        

３/２(日)2014年 
札幌第１合同庁舎2階 講堂 
北海道札幌市北区北８条西２丁目１−１ 

ゼニガタアザラシ シンポジウム 

お名前・ご所属・連絡先をご記入の上、 
下記までお申込みください。(参加費無料) 

azarashi@env.gr.jp もしくは、FAX:011-726-3072 
定員２００名に達した場合は、 

申込みを締切らせていただく場合がございます。 
2月28日（金）17：00締め切り 

 12:30   開場・受付 
13:00   開会挨拶 
 講演 
 第Ⅰ部  
 「ゼニガタアザラシとは？ －えりも地域を例に－」 
  小林万里(東京農業大学アクアバイオ学科水産資源管理学研究室准教授） 
 「えりも地域におけるゼニガタアザラシの保護管理の課題について」 
  桜井泰憲（ 北海道大学大学院水産科学研究院海洋生物資源環境部門教授） 
 「えりも地域における漁業とゼニガタアザラシの関わりについて」 
  越後啓之（えりも漁業協同組合参事） 
 「ゼニガタアザラシの防除等にかかる今年度の事業結果と 
  保護管理計画策定について」 環境省 
   
 第Ⅱ部 (逐次通訳つき） 
 ヨーロッパにおけるアザラシの保護管理事例紹介 
  リク・バリョープロ(フィンランド環境研究所） 
  イアン・ウォーカー(スコットランド、Marine Scotland） 
  イスラ・グラハム（スコットランド、アバディーン大学） 
  イアン・マックマイン（スコットランド、 River Naver Fishery） 
 
 第Ⅲ部 パネルディスカッション  
  コーディネーター：羽山伸一（日本獣医生命科学大学獣医学科教授） 
  パネリスト：小林万里、桜井泰憲、越後啓之 
          中島慶二（環境省自然環境局野生生物課長） 
 
17:00 閉会 


	希少鳥獣の保護と産業活動(漁業)との共存について

